
                        介護保険課認定係 

平成 29年 10 月 2 日 

       認定調査とっきクン通信（Ｈ２９第７号） 

     （Ｈ２９年度は、認定調査員 e－ラーニングの問題から一緒に学びましょう） 

質問 ４－５ 同じ話をする（ ）に当てはまる言葉を選んでください。 

基本調査の選択肢の選択では、単に同じ話をすることではなく、（ ）かどうかで選択する。 

○ 場面や目的から見て不適当な行動がある 

○ 介護の手間が発生している             

○ 周囲が迷惑している 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

硫黄 

 

 

 

 

 

 

 

 

うんー。どれが正解なのかな？ 

みんな、当てはまるようにも思えるけど・・ 

 

e－ラーニング【解説】同じ話をするの定義 

基本調査は、「しつこく同じ話をする」行動の頻度を評価します。もともと、性格や生活習慣から、単に同じ

話をすることではありません。 

対象者への対応や介護の手間の状況については、特記事項に頻度とともに記載し、介護認定審査会の二次判

定の判断を仰ぐことが重要です。 

正解は「場面や目的から見て不適当な行動がある」だよ。 

解説にもあるけれど、「単に同じ話をする」ではダメだよ。 

 

 

 

そうなの・・ 

じゃー、何を確認したらいいのかな？ 

「同じ話をする」と、言われてもしつこく言うのか、場面や目的から見て不適

当なのかを、確認しないとね。 

＜質問の仕方＞ 

（同じことを訴え続けることがありますか？） 

（何度も同じことを聞いたり、話し続けて困ることはありますか？） 

（今、話している内容とは無関係な話を何回もすることはありますか？） 

等、工夫してね。 

 

と言うことは、同じ話をすると言われたら、さらに上

記のような質問をした上で、該当するか判断する事に

なるのね。 

そして、特記には対象者への対応や介護の手間の状況

とともに頻度も記載するで、よかったかな？ 

細かく聞き取らないと、書けないね。 

すごーい。 

その通りだね。 


